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室戸半島層群の岩相と堆積環境

甲藤次郎(元所員現高知大学)

･平朝彦

(高知大学)

はじめに

西南目本外帯に広く分布する四万十帯には多量の砂

層性堆積岩が分布しておりまた所により塩基性火成耕

類を含むためこれまでは一般に典型的な“優地向斜堆

積物"として注書されてきた.時代未詳層灘と呼ばれ

て一括されてきた四万十帯の地層灘にも多くの人女に

よる調査のメス添加えられ岩相の分布･地質構造の概

要などが次第に明らかにされてきた.

四万十帯の起源を解明するにはそれがどのような場

所で堆積したのかす狂わち堆積環境を推定することが

まず重要であろう.一般に四万十帯は単調粗砂岩･

泥岩を主体とする岩相からなるため堆積環境を推定す

るための手がかりとしては特に堆積構造や生痕化石な

どがよく保存されておりまた広範囲にわたって露出し

ていることが必要である.室戸半島は四万十帯におい

てもっともこのような目的に適したフィｰルドの1つ

であろう(写真1図1).

室戸半島の安芸断層以南をしめる室戸半島層灘の地質

については20万分之1高知県地質鉱産図並びに同説明

書(甲藤ら1960･1961)および四国表層地質図(甲藤

ら1977)にまとめられている.筆者らはこれらの

成果を土台としてさらに堆積環境の解析に重点をおい

て室戸半島層灘の再検討と環太平洋変動帯申での意義づ

けの作業を行ってきた.本文はその後の発展的研究の

成果とさらに今後の四万十帯研究の予察的方向を示す

のを目的としている､

研究史

室戸半島を含む四万十帯の研究には先人によるいろ

いろの業績があるが特に本地域の地質については鈴

木達夫による7万5千分之1室戸(1929)及び甲浦(1930)

図幅の業績が大きい.

その後深間淳夫(1951)は初めて本地域から多毛目

(Pho1ychaeta)の産出を報告して注目された･

麦た小林貞一(1950･195!)によってそれまでの本

地域を含む四万十帯の研究が日本地方地質誌｢四国地

方｣及び｢総論｣にまとめられている.

筆者の一人甲藤は1950年以降本地域を含む四万十滞

の研究に着手し20万分之1高知県地質鉱産図並びに同

説明書(甲藤ら1960･1961)にそれらの成果をまとめ

た.また著書｢高知県の地質(甲藤1969)｣で四万

十帯の地質について精しく紹介した.

本地域に分布する室戸半島層群についてははじめ下

位より大山岬層･室戸層及び奈半利川層に分けたが(甲

藤1960･196ユ)その後層位的には大山岬層･奈半利

川層および室戸層の順に改めた(甲藤1977).

写真1四万十帯の謎を秘めた室戸串蛙(中央部は高知平野四国銀行提供)
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図1室戸串島位置
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5.奈半利6羽根崎7.黒耳
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これらの地層は何れも断層によって境されているカミ

互いに岩相は漸移しており特に各層間の時代の違いを

指示する化石は得られないので後者のように層序を改

めるのが妥当と考えたからである.

その後室戸半島の地区別精査に着手し順次各協力者

と共に高知大学学術研究報告に発表(甲藤ら1967･

1974･1975)してきた.また高知大学の卒業論文の課

題として本地域に関する地区別調査を行ってきた(文

献参照).放おこの間中藤は本地域の堆積構造並び

に生痕化石について数多くの論文を発表した.

地質概説

室戸半島では安芸構造線を境として北に白亜系が分

布し南に古第三系の室戸半島層群が分布する.室戸

半島層灘は下位より大山岬層･奈半利川層･室戸層に

区分される.室戸半島にはこのほかに四十寺山層･

唐ノ浜層群などが分布するカミ本論文の直接の目的では

ないのでそれらの説明は省略する.

大局的には大山岬層は結晶片岩礫を含む礫岩層で特

徴づけられ奈半利川層は砂岩の卓越した互層であり

また室戸層は緑色岩類･スランプ構造を伴う泥岩勝ち互

層を主体とする.また室戸層には著しくシアｰ(婁断)

された部分もある.

筆者らは最近室戸半島層群を特に堆積環境の復元上

手がかりになると思やれるいくつかの要素一すなわち粒

度･鉱物組成･堆積構造･堆積サイクル･生痕化石･変

形の状態等一を重点としていくつかの堆積相に区分す

る作業を行ってきた.現在この作業は海岸線及び主要

な内陸地点にとどまるがこれらの資料に基づき予察

的ではあるが室戸半島層群の堆積相分布図を作成した

A工､

''凸

'.･魎四十寺山層
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�

麗斑板岩体

(図2)･これらの堆積相の定義と推定される堆積環境

については第1表に示す.

室戸半島層群の層序･時代についてはまだ多くの問

題カミ残されている.たとえば堆積相の区分と従来の

地層区分は必ずしも一致してい恋い.即ち堆積相の

検討から大山岬層の一部と奈半利川層の一部は指交し

また奈半利川層の一部と室戸層の砂泥互層相も指交関係

にあると考えられる.また室戸層には室戸半島層灘

の“基盤"と思われる部分がまた奈半利川層には時

代のより若い地層が含まれている可能性がある.しか

し室戸半島層群各層の堆積環境解釈は一応このよう租

層序関係とは独立して行うことカミ可能なので本論文で

は従来の甲藤(1977)の層序区分をもとに堆積相の記述

を行う.

室戸半島の古生物学的検討

室戸半島層灘からは甲藤によっていろいろの堆積構

造が報告されている.即ちLoadcast･F1utecast･

Groovecast(1960),Pu11-aparts･Con∀o1utionbea&

楮朮�慳瑩�楫���慮������������

shapeastructures･S1umpstructure(1961)及び珍し

いCOncretion(1966)などである.

次に生痕化石については既に本誌上で紹介する機会

があったので以下簡単に本地域産の環虫類を紹介する.

trai1ははい跡excretaは糞tubeは管boayは体

化石である(写真2･3･4.5).

室戸半島鰯群産環虫化万

τo∫αZo%ゴ5加倣αωα{K蛆To,1960.body

室戸層

τ03αZoプろゴ∫加6〃加〃5K蛆To,1960.body

室戸層

�

囲玄武岩熔岩

一V'霞室戸層スランプ棉

丁

㌀

塵ヨ室戸層･シアｰ相

Eヨ室戸層砂泥互層相

�

秘

5km'国ヨ奈半利川層

]髪

匡國大山岬層･礫岩一偽礫賀紗嵩飛1

4皿犬山岬層

図2室戸半島地質図

A-A安芸断層

1-5.柱状図作成位置

1.大山岬(図7)甲浦(図9)3.平山(図10)

4.室戸岬(図11)黒耳(図12)

写真2大山岬層のサンドパイプ(安芸市河野)�
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策1表

室戸半島煽群の

堆積

相と

堆積環境

層序

室戸層

奈半利川層

大山岬層

堆積相区分

砂泥互層相

スランプ相

シアｰ相

泥岩勝ち互層相

砂泥互層相

原砂岩層および

砂岩勝ち互層相

泥岩相

砂泥互層相

偽礫質砂岩相

岩

泥岩勝ち細互層(リップル葉理コンボリュｰション)

砂泥互層(平行葉理リップル葉理コンボリュｰション)

局部的スランプ構造ソｰルマｰク

厚砂岩層･砂岩勝ち互層(級化構造チャネル構造)

礫岩(砂質マトリックス泥質マトリックスバイモｰダル粒度分布

岩礫を含む)

赤色～淡緑色凝灰質頁岩チャｰト(放散童マンガンノジュｰル)

ハンレイ岩貫入岩体玄武岩熔岩生痕化石

マｰル看灰

スランプ摺曲すべり面をもつ砂泥互層

泥質砂岩砂泥互層ブロック

チャネル構造生痕化石

著しく破砕された泥岩勝ち互層

砂岩ブロックマｰルコンクリｰション

ノ･ンレイ岩貫入岩体玄武岩脈岩熔砦

泥岩勝ち互層(リップル葉理コンボリュｰション

赤色～淡緑色凝灰質頁岩生痕化石

ソｰルマｰク)

砂泥互層(級化構造平行葉理

ク)

チャネル構造生痕化石

リッフル葉理

コンボリュｰション

ソｰルマｰ

厚砂岩層砂岩勝ち互層(大規模級化構造紬礫基底dishstmcture

一ション平行葉理リップル葉理)

チャネル構造

コンボリュ

泥岩勝ち互層(リップル葉理ロンボリュｰション)

泥岩層凝灰質頁岩

砂泥互層(平行葉理

ドバイブ

リップル葉理

コンボリュｰション)

局所的スランプサン

偽礫質砂岩～礫岩層(トラフ斜交葉理平行葉理級化構造

チャネル構造

リップル葉理)

礫岩相

1礫岩厚砂岩層(大規模級化構造含結晶片岩礫)

チャネル構造

砂岩相

原砂岩層砂岩勝ち互層(大規模級化構造紙礫基底dishstmcture

一ション平行葉理リップル葉理)

チャネル構造

コンボリュ

堆積環境

海底土石流一乱泥流

チャネルコンプレックス

(海底地すべり海底崖錐)

巨大海底地すべり(スランプ)

海底土石流

未固結乱泥流堆積物の広域的

シアｰ

海底土石流チャネル間

の泥底･乱泥流堆積物

海底土石流チャネル周

縁の乱泥流堆積物

海底土石流一乱泥流

チャネノレ

大陸棚外縁一大陸斜面

上部泥底?

大陸棚外縁一大陸斜面

上都?乱泥流堆積物

乱泥流一海底土石流網

状チャネル

海底土石流チャネル

海底上肩流一乱泥流チ

ャネル

海

底

扇

状

地

ン

フ

レ

ッ

ク

ス

写真3

w伊励ωのある産状(奈半利川層羽根岬)

鶴ギ…舳……川…1

訂正

No.286(1978-6)の12真下掲の

池川付近に

18頁第5図の説明に追記1

第5-2図は第5-1図の

左半分(南翼)の位置を加える
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τκあ8〃舳5〃尾｡肋舳血∫KATto,1960.tube

奈半利川層･室戸層

｣M蜥θゴ脇ナ｡∫αθ卯ゴ5KATTo,1960.body

奈半利川層･室戸層

1V脈吻加∫伽鮒｡foβπ血5KA岬｡,1960.body

室戸層

7-05α加Z刎ヶ〃加36〃プηα1αKATT0.1960.excreta

奈半利川層

助タプ07〃カみ660η66〃まブタ6αKムTT0.1964.excreta

奈半利川層

肌Z刎加泌｡伽赤ゴ｡ツ｡ε〃血5KATTo,1964.excreta

奈半利川層

����楮�數捲整態�����數捲整愀

室戸層

1｢0ツ0刎召プ吻を6∫尾α宛椛0〃ブθ〃血∫I〈ムTT0.1964.excreta

奈半利川層

A肋加飾励3∫加〃ηo〃伽血5K蛆To,1964.excreta

奈半利川層

以上の化石のうち奈半利川層産は砂岩勝ち互層から

室戸層産は一般に泥岩勝ち互層から産する1次お大山

岬層からは河野でサンドパイプが発見されただけであ

る(写真2).ただしT6舵6召〃伽sp一及び鮫の騎の破

片が安芸市下山の礫質砂岩中より得られた.

生痕化石は他の化石のように死後運搬されることが

ほとんどないので現地性であり含まれる地層のよい環

境指標となるので重要であるのは言うまでも狂い.

奈半利川層･室戸層産の生痕化石は'浅海性堆積物中

の生痕とは明らかに異なり(例えば三崎層癖:甲藤･

平1977)現在の深海底の生痕と類似しているので

深海性のものと推定できる.

この他産出する貝化石柱とは次の通りである.

奈半利川層

崎山1A〃α(ん〃α)∫乃伽の1〃伽'()YA舳andMI晒ηm

1､μα伽｡刎一αcf.んα榊1必αみCLARK

1)θ〃ゴαあω〃1σ∫乃云yα8'z∫五{NAGム0

(享αZ6α`{8αCf.αZω工0=｢rEG工一ムND

P5舳∂oφεチプ3∫oZα"cf.ろ1α加三(C0N舳D)

α伽α3εo砧〃α伽α3肋召11曲,(NAGAo)

加茂:0ブ伽∫鮒ε〃脇刎φカαz召刎必YoKoYA丑正A

室戸層

坂本:801召〃〃刎〃｡`o醐血∫Ko弘Yムs亘I

室戸岬:Wθ伽枕"肋α〃1α〃〃`か荷(Y0K0Y舳A)

15〃れ侭sp.

また有孔虫は

写真4

奈半利川層の生痕化石のある産状

〔矢印の上:To胴加伽伽加3sp.,

同下:Po伽比価｡刎sp.(東洋町中浦付近)〕

下記の通り産する.

奈半利川層

中蒲:B〃他1∫抄ん｡〃sp.

竹屋敷:B砿伽血助07zSp.

1如カク｡φんκα物9刎｡'6ε3sp､

加奈木:σy6Zα刎"伽肋"IS㎜窟AKI

蛇谷:A刎刎0ゐ6〃∫sp.

0y6あ刎伽αsp.

室戸層

坂本:C〃α伽〃加αf舳!1sHIzA区1

性喜浜:C加1"〃〃主〃α6.1〃I舶I独K1

3室9湖0ゴ〃椛αsp.

写真5

Tosa1orbisのある産状(室戸層

行当崎

スケｰルはCm)�
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HEAD虹

恠��噬千体楔夢����佗

地虹

､/0rfθxSfrεεf0!`μsε0'C∫0αd

ψ項4～･二つ土･つつ二^･二

'工㌔一吉4,4､

図3

∫ηfεma'〃5叱

実験水路で作られた乱泥流の模式的スケッチ

“LOWVlSCOSlTY"旺BRlSFLOW

����

肋舳〃γα0ω

レbけε五S什εεf-h(へ^

､禦秦彰鐙二二1ノ

以上の化石からみれば九州の始新統に多産する種類

と共通種が多いのでまだ確定的校ことは言えないが

室戸半島層群の地質時代は始新統～漸新統と考えている.

実験に基づく乱泥流一海底土石流堆積

相モデル

室戸半島層群は全体として砂泥互層が卓越し豊富

荏ソｰルマｰク･級化層理祖との存在から従来よりい

わゆる乱泥流堆積物が主体であると考えられてきた.

しかし後述のように室戸半島層群中には礫岩層･非常

に厚い砂岩層･大規模なチャネル構造等があって従来

の乱泥流の概念を拡張した｢乱泥流一海底土石流システ

ム｣(Hム㎜≡征0N1972:MI1〕D咽T0N&H畑PT0N1975:

平1976ブで統一的に解釈できる堆積物が豊富に存在す

るようである.したがって室戸半島層群の記述に入

る前に｢乱泥流一海底土石流システム｣について筆

者の1人平が行った水路実験の結果にもとづきその

要点だけを簡単にまとめてみる.これは以下の室戸半

島層群の記述の理解に役立つと思われるからである.

図3･4には実験水路で作られた砂質水中土石流一

図4実験水路で作られた水中土石流の模式的スケッチ

乱泥流の様子を示す.実験は高知大学に設置の全長7

m高さ35cm幅15cmのアクリル製勾配可変型水路を

用いて行った.土石流としては粘土(ベントナイト)

中粒海岸砂水を重量比にして約1:7:7～10程度

混合した粘性の高いスラリｰを用いた.このスラリｰ

を勾配3｡で中折りし満水にした水路にゲｰトより流すと

水中土石流の流動過程が観察できた.土石流は流速60

cm/secぐらいで流下しその一部は拡散して密度の低

い乱泥流を形成するのが認められた.土石流はシアｰ

が十分大きい聞は流体として挙動するが傾斜部から水

平部に達してシアｰが減少し降伏強度以下になると

突然流動をやめて停止する.しかし付随して流下した

乱泥流はさらにゆっくりと流動をつづける.このこ

とから図5に示したような海底土石流一乱泥流システ

ムと厚砂岩単層から薄砂岩単層への対応モデルが考えら

れる.

このモデルを適用すると砂泥互層中にひんぱんに見

られる上方細粒化･.薄層厚化堆積サイクルは従来の乱

�協�

乏中��久���

PR◎X-MAL
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図5乱泥流一土石流システムと岩相の対応

D:土石流下:乱泥流
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DEBRlSFLOW一TURB■DlTYCURRENTCHANNELCOMpLEX岩勝ち互層はチャネルの土石流堆積物砂泥

互層は乱泥流を主体とするチャネル周辺の堆

TurbiditeDcbrisf.owlnteト｡hanncl

channeユfaciesユevGcfaci2sturbidit2facics積物泥粋勝ち互層は乱泥流によるチャネノレ

以下基本的にはこの堆積モデルを応用し

粗がら室戸半島層群の堆積相の記述と堆積環

境解析について述べる.

I烹11二1･∵6｡薫､_｡室戸半島層群各論

�楮�牢�楴�����睢扇

facies大山岬層の堆積相と堆積環境

DGbris刊｡w

channclfades大山岬層の堆積相は(1)礫舟相(写真6

図6土イ椀一乱泥流チャネルの堆積相MU､､1(1977)を改図･7)(2)偽礫質砂瑞相(写真8･9)

In皿]vは第5図に示した単層のタイフ'(3)砂岩相(4〕砂泥互層相15)泥料

相に区分できる.礫岩の礫種としては

泥流のみによる考え(RI㏄I-LUcc亘11975:MUTT11977)砂岩･頁岩･マｰル･チャｰト･石英脈岩等のほか結帰

を拡張しチャネル内を流れる砂質海底土石流およびそ片一岩がある.

れに伴う乱泥流の堆積サイクノレとして説明できる.すこれらの堆積相間の相互関係は礫岩相と砂岩相は指

だわち図6に示したように厚い砂岩層を主体とする砂交し礫岩相の上位には偽礫質砂岩相･砂泥互層相･泥

写真6大山岬層のいわゆる犬山岬礫岩(安芸市下山)

写真8犬山岬層の偽礫質礫岩一砂岩

(北川村竹屋敷)

粗い成層構造を示す

写真7大山岬層中の礫岩層級化層理を示す

チャネル構造が見られる(安芸市下山)

下位の砂岩層中には

巧真9

大山岬層の偽礫質砂岩相

(安芸市下山)

トラフ斜交葉理が発達している�
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岩相の順に重なり大局的には!つの大きな上方細粒化

サイクルを表わしている(図7).

礫岩相は大規模な級化構造･チャネル構造を伴い

上方細粒化サイクルを示す.砂岩相は厚砂岩相を主

体とし後述する奈半利川層中の堆積サイクルと類似し

た砂質土石流の堆積相を示す.偽礫質砂岩相は級化構

造･平行葉理あるいはトラフ斜交葉理･リップル葉理と

順に重なるような上方細粒化小サイクノレを示す.これ

らのことより礫崇相･砂岩相は海底土石流のチャネル

堆積物であろうと推定できる.

一般に海底においてこのような粗粒土石流は海底谷を

通じて流下する.大山岬層の礫岩相が局所的にしか分

布しないことから考えてもこれを海底谷の堆積物と考

えることは妥当である.粗粒物質が土石流により運搬

されている海底谷では陸上でみられる扇状地のごとく

扇頂部ではメインチャネルから網状チャネル(b工aided

channe1)にとチャネル形態の変化が認められる(N0R-

MA脳1974:MUTn1977図8を参照).メインチャネル

を通じて流下した海底土石流は傾斜の変換点で急速な

堆積を行いメインチャネルをあふれでた乱泥流は網状

チャネノレを通じて流れる.偽礫質砂岩相に見られる多

数の上方細粒化小サイクルはこのような乱泥流を主体

とする網状チャネルの堆積物と考えられる.以上σ)よ

うな海底谷一扇頂部が次第に埋積されてゆけばメイン

チャネル堆積物である礫岩相一砂岩相から網状チャネノレ

堆積物である偽礫質砂岩相一砂泥互層相に漸化していく

だろう.この海底谷埋積サイクルは大陸斜面の海底

谷が浅海化する際のサイクノレと解釈できる.海底谷が

大陸棚外縁の海底を作る泥質堆積物(例えば甲藤･平

1978を参照)で埋めたてられてゆけば海底谷には礫の

供給とともに多量の泥質堆積物や泥岩の偽礫が供給され

εNVIRONMENTS

但�午��畄

了UR8101TVCURRENT

■MuODV･日RAOEO

仁ト1^NNEL戸1LL

十乏���匀

�佗�����

����

日R^01…0CH^NNEL

F1しL

FAC1団S

R`pp1～di-hinb3dd～df.55一&

mudston2a■一､

㈰ね

���彰��戳���彭���

ab･ndanlmuれhips､巾Ples

��

Grad3d_mヨs5～竈)､〔.一｡.5st.,

plane一一roughζrossb6dd3dm.s5一.

にhannols'di5h5tru仁tur26.

ripP1鵬.〔on}olufion5,

mud〔hip5

脚1･肌･･.嚢麓一.･舳･一･舳“｡･畑･･1･､

C州NEL肌L...･h昌㎜･1目､1岬h･

�

図7大山岬層の.止方細粒化堆積サイクルの模式柱状図

るであろう.このことが偽礫質一泥質砂岩相の成因と

考えられる.そして最終的にはこの埋積サイクルは

大陸棚外縁の泥岩卓越相に漸移する.

大山岬層と白亜系の境界付近の地質構造はかなり複雑

であり竹屋敷･魚梁瀬ダム下流付近では白亜系の地

層が断層にはさまれて大山岬層内に分布している可能性

もある.この場合には安芸構造線は直線を存すので

はなくある幅をもった入りくんだ断層帯として把握で

きるかもしれ荏い.ともかく大山岬層が堆積した斜面

では比較的薄い堆積物が“基盤"の上を彼らていたよ

うである.

奈半利川層の堆積相と堆積環境

奈半利川層は室戸半島に広く分布し波長0.5-1
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海底扇状地の地形
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図9甲浦付近に見られるinter-channe1の乱泥流堆積相か

ら｡hame1の土石流堆積相への変化

写真10奈半利川層中の上方細粒化小サイクル(北川村灘)

kmの榴曲構造をもつ.岩相は主として砂岩および砂

泥互層から構成され多数の上方細粒化サイクルの単調

なくり返しからなる.1つの上方細粒化サイクルは基

本的には3つの部分に区分できる.下から厚砂岩層お

よび砂岩勝ち互層相(写真10･11)砂泥互層相(写真12)

泥岩勝ち互層である(図9).厚砂岩層および砂岩勝ち

互層相はひんぱんに級化層理を示しチャネノレ構造･平

行葉理また時にトラフ斜交葉理が認められる.厚砂

岩層中にはdishstmctureなどの排水構造が観察され

またいくつもの流れのフェｰズからなりたつ場合が多い.

このような奈半利川層の堆積サイクルは図6に示した海

底土石流一乱泥流の堆積相モデルとよく二致する.

厚砂岩層一砂岩勝ち互層相は主として砂質土石流のチ

ャネル堆積物と考えられる.砂泥互層相には平行葉

理･リップノレ葉理･コンボリュｰション･ソｰルマｰク

が発達しいわゆるBoU肚(1962)の乱泥流単層モデル

とよく一致した砂岩層を伴う.この堆積相はチャネル

周縁の乱泥流堆積物と解釈できる.泥岩勝ち互層相は

リップル葉理した薄い砂岩層･シルト岩層をはさみチ

ャネル間の泥底堆積物をあらわしている.

奈半利川層は多数のこのようなチャネルシステムが全

体として堆積盆を埋積していった過程の堆積物と考えら

れ地形的にみれば重なり合った多くの海底扇状地の

コンプレックスを形成していたかもしれない.

奈半利川副ヰ豊富な生痕化石を含み特に砂泥互層相

写真12奈半利川層のチャネル周縁砂泥互層

平行葉理が見られる(甲浦付近)

写真11

チャネル周縁乱泥流互層と厚砂岩層とのコンタクト

(甲浦付近)

リップル葉理･コンボリュｰション･

とりこまれた偽礫が認められる�
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および泥岩勝ち互層相に数多い.

スランプ構造は少なく実た緑色ギ÷類もほ

とんどない.ただし泥堵勝ち互層相巾に

は赤色一淡緑色の凝灰質泥堵をはさむことが

ある.

室戸層の堆積相と堆積環境

室戸層は大きく3つの堆積相に区分でき

よう.すなわち11〕非常に強くシアｰさ

れ鱗片状に狂った泥粋および泥卦勝ち互層

を主体とする料棉(シアｰ相と呼ぶ)(2)比

較的しっかりした泥岩とそれに伴う砂泥亜属

･砂岩層･礫岩層を主体とする岩相(砂泥互

層相と呼ぶ)および(3〕スランプ相であ

る.

シアｰ相は西海津では室戸市の南坂本

写真13室戸層シアｰ相ブ日ック状の砂岩を含む(室戸市坂本)

蟻甑驚滋

写真14奈半利川層の砂岩勝ち互鰯相から砂泥互層相への漸移を示写真15写真14の上部に見られる砂泥互層相地層は逆転している(羽根崎付近)

す上方細粒化･薄層厚化サイクル地層は逆転している

(羽根峠付近)

写真16室戸層砂泥互層相中の礫岩多量の偽礫を伴う(室戸岬)

写真17室戸層砂泥互層相中の礫岩マｰルの巨礫を含みバイモｰ

ダルな粒度分布を示す(室戸岬)�



一30一

ト

�

�

�

庄

⊃

伀

�

←

○

石

灰｣

⊃■

←LL

…:J

○山

｣Z

��

〈

リエ

にO

o⊃

u｣

儀

Il･

P-a∩e&ripPユelaminat2d

m.一f.sst.

���散���

������攀

Gradedgranuユecgい｡.sst.

図10

室戸層の砂泥互層相中の土石流

一乱泥流チャネル堆積物

(室戸岬)

図11

室戸層の砂泥互層相中の礫岩

(室戸岬)

丁抑e1礫岩は砂質マトリッ

クス

丁狐e2礫岩は泥質マトリッ

クス

����佗

CHANN1三L

1･･

洮卓琮

C.一m.SSt.

typε2cgL

�卓琮

�灣�杌

付近東海岸では丸山から六ケ谷にかけて特徴的に広く

分布している.その見かけはまことに“異常"でき

れぎれになった乱泥流砂岩層あるいは引きのぱされて

ブｰディン状の砂岩･凝灰質頁岩ブロックを含みはげ

しくシアｰされた泥岩を主体とする(写真13).

この相の成因については単なる“オリストストロｰ

ム"あるいは“スランプ"でかたづけられないものと考

えている.その理由としてはこの岩相カミたとえば

後述するようにスランプ相にみられるような“スベリ"

“橘曲"“流れ"の構造をほとんどもたないからである.

またこの相の成因として局所的なシアｰたとえば断層

に伴う破砕帯とも考えにくい.というのはこの相は

破砕帯と考えるにはあまりに広く一様に分布しているか

らである.さらにこの相中含まれるブロックには不規

則な形状を呈するものがあり未固結状態での変形が推

定されよう.したがってこの相の成因としては広範

囲にわたって未固結堆積物が著しいシアｰをうけながら

固結していった過程を考える必要がある.

砂泥互層相はシアｰ相よりはるかに変形の少ない泥岩

層･砂泥互層･厚砂岩層･礫岩層(写真14･15･16･17)か

らなる(図10).これらの岩相の組合世は奈半利川層

と類似しており.堆積のプロセスは土石流一乱泥流シス

テムによるものと考えられる.また一部にスランプ構

造をもつ.

室戸層の砂泥互層中に含まれる礫岩は粒度分布カミハ

イモｰダルであること泥質･砂質2つのタイプのマト

リックスをもつことが特徴である(写真16世王7).この

礫岩層は基本的にはいくつかの上方細粒化サイクルから

構成されている.このような上方細粒化サイクルは

下部から上部へ泥質マトリックスの礫岩(図11のtype2

礫岩)上部は砂質マトリックスで偽礫を多量に伴う礫

岩(図11のtype1礫岩)平行葉理を示す砂岩層よりな

写真18黒耳付近の室戸層スランプ相(吉良川町黒耳)
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図12黒耳のスランプ帯の模式柱状図�
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ることが多い(図11･写真16).

礫の粗粒モｰドは主として砂岩･泥岩･マｰル(写

真17)･石灰岩からなる.細粒モｰドはチャｰト･

石英脈岩･砂岩･泥岩等からなる.正珪岩(Orthoqu･

artZite)の礫も含む.

くろみ

スランプ相は西海岸では黒耳付近に典型的に露出し

かぷか

東海岸では鹿岡の鼻の北側に分布する.黒耳付近の巨

大スランプ帯は大きく3つの部分に区分できよう(図12

写真18).それらは下位から複雑租榴由形態とスベリ

面をもつ砂泥互層部たたみこまれるように榴曲した砂

岩勝ち互層部(写真18).礫状化しチャネル構造をもつ

泥岩一砂岩の混合蔀である.スランプ帯は上部で砂泥

互層相に漸移している.

むすび

本論文で筆者らは堆積環境の解析に重点をおいた

室戸半島層群の再検討の結果を報告した.

室戸半島層灘は豊富な生痕化石を産しそれらは深海

性を示す.貝化石などは散点的に発見されるのみで黒

地性のものであろう.

堆積環境の解析結果から室戸半島層群は海底谷の

埋積堆積物･砂質土石流一乱泥流のチャネル堆積物･ス

ランプ堆積物･著しくシアｰされた乱泥流堆積物から構

成されていることが明らかとなった.しかもこれらの

堆積物は室戸半島において北から南へと規則性をも

って配列している.この規則性の解明には室戸半島

層群内での堆積相間の層位関係･時代関係を明確にする

ことが必要で筆者らはそれらのデｰタの集積を急いで

いる.また室戸半島層群中には単純な堆積盆埋積モ

デルでは説明でき荏い“異常"な岩相一だとえば室戸層

のシアｰ相や巨大抵スランプ相一を示す部分カミありこ

れらも室戸半島層群の起源を解く鍵となろう.

四万十帯は西南目本弧の最外縁に位置しその起源

も西南日本の島弧一海溝系の造構プロセスと深いかかわ

りあいをもっているであろう.これらの問題について

は紙数の都合で続編として次の機会に譲る.
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